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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

11月4日(木 )、3年生
の保護者の皆さんを対象
に｢進路PTA｣が行われま
した。この会は、先日、
県の教育委員会から出さ
れた県立高校入学者選抜
の実施要項についての説
明が主な内容です。
保護者の皆さんにとっ

て、お子さんの進路につ
いては本当に気がかりな
ことと思います。秋田県
の入試制度は、来年度か
ら大きく変わるため、現行の制度では最後の
入試となります。
季節が秋から冬に変わろうとするこの時

期、3年生の皆さんも自分の進路実現に向け
てぐっと真剣味が増してきました。西仙北中
では、3年部の先生方だけではなく、全校体
制で3年生を応援していきたいと考えていま
す。お子さんの進路についてご不明な点があ
りましたら、遠慮せずにご相談ください。

11月8日(月)、新生徒会の役員及び後期学
級委員長と副委員長の認証式が行われ、次の
皆さんが任命されました。
<生徒会執行部(会長･副会長を除く)>
髙橋 (2A)、富樫 (2B)、宮越 (2B)
加藤 (1A)、嵯峨 (1A)、渡部 (1A)
小野 (1B)、金子 (1B)、田口 (1B)

<専門委員長>
生 活 委 員 長 畠山 (2B)
保健給食委員長 菊地 (2A)
文 化 委 員 長 加藤 (2B)
環境整美委員長 大友 (2B)
放 送 委 員 長 佐藤 (2B)
図 書 委 員 長 佐藤 (2A)
体 育 委 員 長 嵯峨 (2A)
購 買 委 員 長 鈴木 (2B)
ＪＲＣ委員長 太田 (2B)
ＩＣＴ委員長 若松 (2A)

<学級委員長･副委員長(副委員長は男女１名ずつ)>
１Ａ：本間 、斎藤 ・菅原
１Ｂ：佐々木 、佐藤 ・俵谷
２Ａ：佐藤 、鎌田 ・福田
２Ｂ：菅原 、信田 ・宮越
３Ａ：小野 、小山田 ・菅原
３Ｂ：阿部 、伊藤 ・三浦
生徒会でも、

各学級でも、み
んなの心が寄せ
合った活動を期
待しています。

11月3日(水)の文化の
日、今年度の本校吹奏楽
部の定期演奏会が大綱交
流館で行われました。こ
の演奏会をもって3年生
は引退ということもあ
り、いつも以上に心の寄
せ合った素晴らしい演
奏に、多くの観客の皆
さんが、とても心地よ
い時間を過ごすことが
できました。
演奏会は、ユーモア

あふれる司会進行、素
晴らしいソロ演奏、そ
して校長先生や柴崎先生
の飛び入り演奏など、見
どころ聴きどころ満載の
ステージとなりました。
3年生部員は、長い部

活動期間でしたが、これ
までがんばってきた学習
と部活動との両立で鍛えられた精神力は、必
ずやこれからの受験勉強にプラスになってく
れると思います。
吹奏楽部の皆さん、本当にお疲れ様でした。

10月29日(金)、新しい生徒会役員を決め
るための立ち会い演説会及び投票が行われ、
新しい生徒会長、副会長が決まりました。

<生 徒 会 長> 佐々木
<生徒会副会長> 鎌田 、佐藤

今回の選挙には、会長に2
名、副会長に男女合わせて5
名の皆さんが立候補してくれ
ました。こんなにたくさんの
人が西仙北中を自分の力でも
っとよくしていきたいという
意欲にあふれていることが、
何よりもうれしかったです。
今回決まった役員と会長委

嘱の執行部が今後の生徒会を
引っ張っていく機関車になる
と思いますが、今回の演説を
聞いていると、新しい生徒会
も「全校生徒が心寄せ合える」
学校をつくっていってくれる
と確信しました。３年生も頼
もしい後輩たちに安心した様子でした。
新生徒会の盛り上がりが今から楽しみで

す。
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いよいよ西仙北中で
もクーラー設置の工事
が始まりました。大仙
市ではすでに小学校で
稼働していますが、今
年度中にすべての中学
校に設置される予定で、
西仙北中の工事も10月
から始まっています。
業者さんのご配慮で、

授業時ではなく、放課
後や学校の休日の工事
が中心となっており、
本当に助かっています。
今年の3年生は残念

ながらクーラーの恩恵を受けることができま
せんでしたが、1･2年生の皆さんは、来年の
夏、いくら暑くても涼しい教室で授業を受け
ることができますので、今以上に集中して学
習に臨めますね。

11月11日(木)、秋田県
庁にて今年度の｢県統計グ
ラフコンクール｣の表彰式
があり、毎年のように応募
している3年の菅原 さ
んと嵯峨 さんの共同作
品が、最高賞の｢特賞｣を受
賞しました。本当におめで
とうございます。2人の作
品は｢よく寝て よく学べ｣
と題し、秋田県人の睡眠時
間と学力の関係を調べたユ
ニークな内容で、今回
参加した方々の注目を
集めていました。
西仙北中は伝統的に

この統計グラフに関心
が高く、昨年度はコロ
ナでコンクールが中止
でしたが、これまでの
取組に対し｢学校賞｣も
いただいています。
ぜひ今後もこの伝統を引き継ぐ後輩が出て

きてくれることを期待します。

11月9日(火)、外部
から指導者の先生をお
招きして、理科(3年A
組：栗山 先生)と
音楽(2年B組：竹村
先生)の研究授業が

行われました。
理科の授業では｢エ

ネルギーと仕事｣とい
う単元で、小球を木片
に衝突させる実験を行
い、その結果の分析と
まとめにタブレット型
PCを活用していまし
た。物理に関するなかなか難しい内容だった
と思いますが、生徒は楽しく実験しながら、
その結果分析から法則について気づくことが
できたようです。
音楽では、バッハが

作曲した有名な「フー
ガ」という曲を鑑賞し
て、その特徴を感じ取
る学習でした。この授
業でもバッハについて
調べたり、みんなから
出た意見を共有したり
するところでPCが活
用されていました。1
回聴いただけではなか
なか分からない曲の特
徴も、友人の意見を聞
いたり、繰り返し聴い
たりすることでいろい
ろな発見ができたようです。
授業後に行われた研究会では、子どもたち

にとってもっと楽しく分かりやすい授業にす
るためにどうしたらよいか、PCの効果的な
活用法は何か、などについて協議が行われ、
たくさんのアドバイスもいただきました。
西仙北中では、今後も授業改善のための授

業研究会を定期的に行っていきたいと考えて
います。

5月に西仙北地域の
子どもたち(本校からは
3年生)で田植えをした
｢刈和野大綱米｣が10月
に収穫され、先日大綱
交流館の館長さんから、
3年生に贈呈されまし
た。そして、昨日の4
校時に、このお米を炊
いて、3年生みんなで
おにぎりを作りました。
この日は、ちょうど給
食が麺でしたので、と
ても充実したおなかい
っぱいの給食になりま
したね。
何よりもこのお米は、

自分たちの手で植えた
稲からできたお米です
ので、いつも食べてい
るおにぎり以上に味わい深かったのではない
でしょうか。
今回収穫された稲は、刈和野大綱引きの綱

にも使われることになります。昨年度は中止
になってしまいとても残念でしたが、今年度
はぜひ子どもたちが関わった稲わらで作った
綱をおもいっきり引っ張りたいですね。

○第18回田沢湖スポーツセンター中学校卓球大会
男子団体 第３位

○第84回秋田書道展
半紙 中学生の部２年 入選 佐々木

○秋田県中学校秋季卓球大会
男子団体 ベスト８


